





















































































　本調査地点では、南東区南壁・西壁、南区南壁、西区西壁の土層断面を実測し、これを第 76 ～ 78
図に示している。基本層序は１～８層であり、南区南壁土層断面（第77図）をもとに説明を行う。なお、
現地表面は標高 3.7m であり、そこから標高 2.7 ～ 2.9m までは近代以降の造成土である。
１層 　灰オリーブ色 5Y5/2 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.9m、厚さ 10 ～ 15 ㎝である。近代
の水田層と考えられる。
２層 　オリーブ色 5Y5/4 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.8m、厚さ 10 ㎝である。近世の水田層
と考えられる。
３層 　灰オリーブ色 5Y5/3 の粘土で鉄分を含む。上面の標高は 2.7m、厚さ 20 ㎝である。近世の水田
層と考えられる。
４層 　黒褐色 10YR3/2 の粘質シルトで鉄分・マンガンを含む。土壌化する。南区の東側から南東区に
かけて堆積している。上面の標高は 2.6m、厚さ５～ 20 ㎝である。
５層 　暗灰黄色 2.5Y5/2 のシルトで鉄分・マンガンを多量に含む。土壌化する。上面の標高は 2.6m、
厚さ 10 ～ 20 ㎝である。調査地点全体の西半、つまり南区の西側（第 77 図）から西区（第 78 図）
にかけて確認される。弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の層と考えられる。
６層 　基本的に７層と同層であり、南区西半（第 77 図）では２層に分層できたため、上層を６層とした。
黄褐色 2.5Y5/4 のシルトで鉄分を多量に含む。上面の標高は 2.5m、厚さ 10 ㎝である。洪水起源
砂層で一部に土壌化した部分がみられる。既往の調査成果から、弥生時代Ⅰ－２〜３・４様式に
形成されたと考えられる。




８層 　暗灰黄色 2.5Y4/2 の粘土で鉄分・マンガンを多量に含む。上面の標高は 2.3 ～ 2.5m、厚さ 30
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溝 27（第 79・80 図）　南区の中央付近
に位置し、南西－北東方向にのびる。
８層上面にて検出され、検出面の標高
は 2.35m である。規模は残存長 6.5m、



















溝 28（第 79・81 図）　南区の西側に位
置し、南西－北東方向にのびる。８
層上面にて検出され、検出面の標高
は 2.3m である。幅 1.0m、底面の標高
は北東端 1.7m、南西端 1.75m で、検
出面からの深さは 55 〜 60 ㎝である。
底面の標高は、南西から北東に向か
ってわずかに低くなる。埋土は３層



























溝 29（第 79・81・82 図、図版７）　南区の西側に位置し、南西－北東方向にのびる。８層上面で
検出され、検出面の標高は北東端で 2.35m、南西端で 2.3m である。残存長 11m、南西端で最大幅
1.2m、底面の標高は北東端 1.8m、南西端 1.9m で、検出面からの深さ 40 ～ 45 ㎝である。底面の標




溝 30（第 79・81・83 図、図版７）　南区の東側において溝 29 から分岐し、南北方向にのびる。８層
上面で検出され、検出面の標高は南・北端ともに 2.3m である。残存長 4.5m、最大幅 1.2m、底面の




溝 32（第 78・79・84 図）　西区の北部に位置し、南西－北東方向にのびる。８層上面で検出され、
検出面の標高は北端で 2.2m、南端で 2.15m である。残存長 8.0m、最大幅 2.1m、底面の標高は北端・
南端とも 2.0m で、検出面からの深さ 20 ㎝である。埋土は単層で、鉄分・マンガンを含む暗灰黄色
2.5Y5/2 の極細砂が堆積する。西区西壁断面（第 78 図）をみると、南側で溝 24、北側では溝 25 に
切られている。弥生土器と考えられる細片が少量出土している。
　溝 27 ～ 32 の時期について以下に検討する。これらは８層上面で検出されてお
り、既往の調査成果からみた場合、同層上面に形成された遺構は、弥生時代Ⅰ－１・
２様式に位置づけられる。また、溝 29 埋土からはⅠ－３・４様式の土器、溝 30
埋土からはⅠ－２～３・４様式の土器が出土している。いずれも小片であり、遺
物の出土層位は記録しえなかったが、少なくとも溝の機能時はⅠ－３・４様式以
前といえる。さらに、溝 27 ～ 31 の切り合い関係をみると（図 80・81）、右上のような新旧関係が復
元される。溝 31（・溝 27）は溝 28・29・30 よりも古く、Ⅰ－３・４様式以前といえる。
　また、他地点からは弥生時代Ⅰ－２様式の水田が検出されており、溝 28 ～ 30・32 はおおよそ並行
にのびることから、水田の用水路としての機能が想定される。この点や上述の層位学的所見を勘案す
ると、溝 27 〜 32 の時期は弥生時代Ⅰ－２様式の可能性が高いといえる。
溝 1001（第 76・79・85 図、図版７）　南東区の中央付近に位置し、東西方向にのびる。平面的には
８層上面で検出されたが、南東区南壁・西壁土層断面では、７層上面から掘り込まれ、４層に覆
われていることが確認された（第 76 図）。検出面の標高は東端 2.35m、西端 2.3m である。残存長
18.5m、最大幅 1.2m、底面の標高 2.15～ 2.2mで、検出面からの深さ 20㎝である。断面は皿状を呈し、






埋土はにぶい黄褐色 2.5Y6/4 のシルト質極細砂に暗灰黄色 2.5Y4/2 のシルトが混入した層が確認さ









第 80 図　溝 27・31
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第 82 図　溝 29
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第 85 図　溝 1001
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られている（第 87 図）。土坑 1004 の形成時期をこの時期
とするならば、本溝の下限は布留２式期となる。
溝 1003（第 76・86・88 図、図版７）　南東区の東部に位置
しており、南北方向にのびる。４層上面にて検出され、
２層に覆われる（第 76 図）。検出面は標高 2.4 〜 2.6m である。残存長 6.5m、幅 0.5m、底面の標
高 2.25 ～ 2.35m で、検出面からの深さ 20 ～ 40 ㎝である。埋土は２層認められ、１層は黄灰色
2.5Y5/1 の粗砂に同色シルトが混入している。２層は黄灰色 2.5Y4/1 の粘土である。また、溝 1003
は溝 1001 を切っている（第 79・86 図）。
　　出土遺物には弥生土器あるいは土師器片が認められるが、図化できるものはない。そのほかに、
鉄鏃１点がみられる。長さ 4.8 ㎝、幅 1.7 ㎝、厚さ 3.6 ㎜、重量 5.0g である。柳葉形鏃群Ⅰ（杉山
1988）に相当し、弥生時代後期～古墳時代前期にみられる形態である。中央部付近で折れ曲がっている。
　　本溝の所属時期は検出層位から、中世～近世の一時期と考えられる。
溝 04（第 77・86・89 図）　南区の東部に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３・
４層に覆われている（第 77 図）。検出面の標高は 2.4 〜 2.45m である。残存長 5.5m、幅 0.5 ～




溝 07（第 86・89 図）　南区の中央部に位置する。検出面の標高は 2.4m で、４～７層に相当する。残
存長 1.8m、幅 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は単層で、暗灰黄
色 5Y5/2 のシルトが堆積する。溝 04 と類似する埋土である。弥生土器あるいは土師器の細片が出
土しているが、図化できるものはない。
　　本溝は土坑 06 によって切られる（第 86 図）。
溝 20（第 86・90 図、図版７）　南区の西部に位置し、東西方向にのびる。検出面は標高 2.45m で、




　　本溝は、不明遺構 15、柱穴 16、土坑 19・22 を切っており（第 86 図）、後述するように土坑 19、
柱穴 16 は古代に位置づけられることから、所属時期は古代～近世といえる。
溝 21（第 86・91 図）　南区の西部に位置し、南西－北東方向にのびる。検出面の標高は 2.4m で、４
～７層に相当する。残存長 3.8m、幅 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。
　　埋土は単層で、暗灰黄色 2.5Y4/2 粘土である。本溝の埋土は溝 04・07 と類似する。遺物は出土
していない。
溝 24（第 78・86・92 図）　西区の中央部に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、
３層に覆われている（第 78 図）。検出面の標高は 2.4 ～ 2.5m である。残存長 7.5m、幅 1.6m、底




第 87 図　溝 1002
第 89 図　溝 04・07
第 90 図　溝 20
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溝 25（第 78・86・93 図、図版７）　西区に位置し、
南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３層に覆われている（第 78 図）。検出面の標高は
2.4 〜 2.5m である。残存長 7.0m、幅 2.2m、底面の標高 2.1 〜 2.2m、検出面からの深さ 20 ～ 45cm







溝 26（第 78・86・93 図）　西区に位置し、南西－北東方向にのびる。５層上面で検出され、３層に
覆われている。検出面の標高は 2.4 〜 2.55m、長さ 4.5m、幅 0.5m、底面の標高 2.25 〜 2.35m、検
第 91 図　溝 21
































































































第 94 図　自然流路 09
自然流路 09（第 77・86・94 図、図版７）　南区の中央部に位置する。流路西端を検出しており、東
西方向にのびる。６層上面で検出され、３層に覆われている（第 77 図）。検出面の標高は 2.4 〜
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土坑 1004（第 86・95 図、図版７）　南東区に位置する。全体は未検出であり、さらに北にのびるた
め、溝の可能性もある。検出面の標高は 2.35m で、４～７層に相当する。残存長 0.8m、幅 0.4m、
底面の標高は 2.25m で、検出面からの深さ 10cm である。断面は U 字形を呈し、埋土は単層で黄灰





土坑 01（第 86・96・97 図、図版７）　南区の東部に位置する。検出面の標高は 2.45m で、４～７層








土坑 02（第 86・97 図）　南区の東部に位置する。検出面は標高 2.4m で、４～７層に相当する。長軸
2.0m、短軸 1.0m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は灰黄褐色 10YR4/2
のシルトが堆積する。出土遺物はみられない。
土坑 03（第 77・86・97 図）　南区の東部に位置する。検出面の標高は 2.4 〜 2.45m である。第 77 図
をみると、本土坑は７層上層で検出され４層で覆われる。ただし、５～７層が４層によって削平さ
れている可能性があるため、本来の掘り込み面は５～７層とみられる。長軸 3.8m、短軸 1.2m、底
面の標高 2.25 ～ 2.35m で、深さ５～ 15cm である。埋土は暗灰褐色 2.5Y4/2 のシルトが堆積する。
出土遺物はみられない。
　土坑 01 ～ 03 の所属時期について以下に検討する。いずれも検出層位からみると弥生時代Ⅰ－３・
４様式～近世の一時期と考えられる。遺構の切り合い関係をみると古い順位に、土坑 03 →土坑 02 →
土坑 01 となる（第 97 図）。上記のように、土坑 01 の時期が弥生時代Ⅵ様式～布留１式期であれば、
土坑 02・03 の時期は、弥生時代Ⅰ－３・４様式～布留１式期の一時期といえる。
土坑 05（第 86・98 図）　南区の中央部に位置する。検出面は標高 2.4m で、４～７層に相当する。
長軸 1.4m、短軸 0.4m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10cm である。埋土には褐灰色
10YR4/1 のシルトが堆積する。土坑 01 ～ 03 の埋土と類似する。土器細片が出土しているが、時期
を判断できるものはない。
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第 95 図　土坑 1004
第 96 図　土坑 01
第 97 図　土坑 02・03
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長軸 2.3m、短軸 0.6m、底面からの標高 2.25m で、検出面からの深さ 10 ～ 15 ㎝である。埋土は褐
灰色 10YR4/1 のシルトである。土坑 01 ～ 03 の埋土と類似する。弥生土器あるいは土師器の細片が
出土しているが、図化できるものはない。
第 98 図　土坑 05・06 第 99 図　土坑 08























































土坑 08（第 77・86・99 図）　南区の中央部に位置する。７層上面で検出され、５・６層に覆われて
いる（第 77 図）。検出面の標高 2.4 ～ 2.55m である。長軸 1.9m、短軸 1.1m、底面の標高 2.05 ～
2.1m で、検出面からの深さ 50 ㎝以上である。埋土は暗灰黄色 2.5Y5/2 のシルトである。弥生土器
あるいは土師器・須恵器の細片が出土しているが、図化できるものはない。
　　本土坑の所属時期は、検出層位から弥生時代Ⅰ－３・４様式～中世の一時期と判断される。
不明遺構 10（第 86・100 図）　南区の西部に位置する。検出面の標高は 2.45m で、４～７層に相当す
る。長軸 3.1m、短軸 1.5m、底面の標高 2.25m で、検出面からの深さ 20 ㎝である。埋土は黄灰色
2.5Y5/1のシルトが堆積する。弥生土器あるいは土師器片が出土しているが、図化できるものはない。
不明遺構 15（第 86・100 図）　南区の西部に位置する。検出面の標高は 2.4m で、４～７層に相当す
る。長軸 1.1m、短軸 0.8m、底面の標高 2.3m で、検出面からの深さ 10 ㎝である。埋土は黄灰色
2.5Y5/1 の粘土である。溝 20 に切られている。弥生土器あるいは土師器片が出土しているが、図
化できるものはない。
土坑1005（第86・101図）　南東区の西部に位置する。検出面の標高は2.35mで、４～７層に相当する。




　南区の西部にて、等間隔に配された柱穴 11 ～ 14・16 を検出した。これらは掘立柱建物の可能性が
ある。あわせて、これと関連する可能性がある土坑 17 ～ 19・22 についても説明する。すべて検出面
は標高 2.4m 前後であり、４～７層に相当する。
柱穴 11（第 86・102 図）　柱穴群のなかで最も東に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.1m
で、検出面からの深さは 35 ㎝である。掘方は直径 0.7m の円形で、直径 10 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は３層あり、いずれも粘土層である。１層は暗灰黄色 2.5Y4/2、２層は黄灰色 2.5Y4/1 である。
古代の土師器・須恵器の細片が出土しているが、詳細な時期を特定できるものはない。
柱穴 12（第 86・102 図）　柱穴 11 の西側に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 1.9m で、検
出面からの深さは 55 ㎝である。掘方は長軸 0.8m、短軸 0.65m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は２層確認でき、上層は黄灰色 2.5Y4/1 の粘土、下層は褐灰色 10YR4/1 の粘土である。土師器・
須恵器の細片が出土している。
柱穴 13（第 86・102 図、図版８）　柱穴 12 の西側に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 1.9m で、
検出面からの深さ 55 ㎝である。掘方は長軸 0.9m、短軸 0.8m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。
埋土は３層確認でき、いずれも黄灰色 2.5Y4/1・2.5Y5/1 の粘土である。
　　出土遺物は土師器の細片と須恵器である。17・18 は須恵器の杯蓋である。17 は全体の約３分の
１が残存しており、柱穴 13 と土坑 19 から出土した破片が接合した。天井は比較的高く、つまみの
中央は盛り上がる。口縁端部は屈曲し下方にのびる。平城宮Ⅱ～Ⅲ（西 1986）に相当する（早淵
1999）。類例は庄遺跡・加茂名中学校地点で検出された掘建柱建物 SB02 の柱穴 SP06 と土壙 SK05 の
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宮Ⅳに位置づけられる。類例は庄遺跡・加茂名中学校地点掘立柱建物 SB01 の柱穴 SP05 出土須恵器
をあげることができる（勝浦 1996）。19 は須恵器甕の胴部であろうか。
　　柱穴 13 の所属時期は、埋土から平城宮Ⅱ～Ⅳの須恵器が出土する点から、８世紀代とみられる。
柱穴 14（第 86・102 図）　検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.1m で、検出面からの深さ 35 ㎝である。
掘方は長軸 0.8m、短軸 0.55m で、直径 10 ㎝の柱痕を確認できる。埋土は２層確認でき、上層は黄
灰色 2.5Y4/1 の粘土、下層は上層に褐灰色 10YR4/1 の粘土のブロックが混入している。土師器・須
恵器細片が出土しているが、時期を特定できるものはない。
柱穴 16（第 86・102 図）　柱穴 13 の南に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.0m で、検出
面からの深さ 45 ㎝である。掘方は長軸 0.75m、短軸 0.65m で、直径 20 ㎝の柱痕を確認できる。溝
20 によって切られている。
　　出土遺物は古代の土師器・須恵器片が少量出土しているが、詳細な時期は判断できない。
土坑 17（第 86・102・103 図）　土坑 19 の南に位置する。検出面の標高 2.4m、底面の標高 2.1m で、
検出面からの深さ 30 ㎝である。残存部で長軸 1.0m、短軸 0.75m である。土師器・須恵器の細片が
出土しているが、図化できるものはない。
土坑 18（第 86・102・104 図）　土坑 17 の東に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.2m
で、検出面からの深さ 25 ㎝である。残存部の幅 0.7m である。埋土は暗黄灰色 2.5Y4/2 と黄灰色
2.5Y4/1 の粘土を３層確認できる。古代の土師器細片が出土している。







土坑 22（第 86・102・106 図）　柱穴 14 の南 1.4m に位置する。検出面の標高 2.45m、底面の標高 2.3m で、
検出面からの深さ 15 ㎝である。残存部の幅 0.4m である。溝 20 によって切られている。埋土は暗
灰黄色 2.5Y4/2 の粘土である。遺物はみられない。
　掘立柱建物の可能性が高い柱穴 11 ～ 14・16 は、現状で長軸３間×短軸１間が認められる。建物の
方角は長軸から N97°W である。柱穴間の距離は長軸で西から 1.0m、1.7m、1.7m、短軸は 1.7m である。
長軸西端では柱穴の間隔が狭い場所がみられるため、庇付建物の可能性や、複数の掘立柱建物が重複
している可能性も考えられるが、この範囲だけで判断することは難しい。




から 765 年頃とされる（西 1986）。加えて、出土遺物がない柱穴も
埋土が類似しており、同時期の可能性が高いと考えられる。よって、
本掘立柱建物の所属時期は８世紀代といえる。
第 103 図　土坑 17 第 104 図　土坑 18
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25 は蓋である。内面調整はナデである。弥生時代Ⅰ様式であろうか。26 は胴部で、最大径は 24.2
㎝である。胴部上半に上から三角形刺突文２段、箆描沈線文 10 条前後、三角形刺突文１段が施さ
れる。弥生時代Ⅰ－３・４様式と判断される。27 は壺の胴部上半である。調整は内外面ともに刷
毛目とナデである。弥生時代Ⅰ様式であろうか。28・29 は底部である。28 の底部復元径は 8.0 ㎝
である。内面調整はナデ、ユビオサエである。29 の底部復元径は 8.0 ㎝である。調整は外面が刷
毛目とナデで、内面はナデである。
　　７層の出土土器は、弥生時代Ⅰ－３・４様式が中心となる。










調整は外面が刷毛目のちナデ、内面はナデ、ユビオサエがみられる。37 の底部径は 6.7 ㎝である。





３・４様式に位置づけられる。そのため、33 ～ 35・39 などは５層以上の包含層や遺構からの混入
と考えられる。
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であろうか。






溝 23（第 78・86・111 図、図版９）　西区の南端に位置し、南西－北東方向にのびる。溝の北側のみ
を検出している。近世に相当する３層中で検出され、検出面の標高 2.45m である（第 78 図）。残存
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第 111 図　溝 23 出土遺物
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